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現地で撮影した写真をぜひご提供ください！次回以降の募集資料に掲載

させていただきます。ご提供いただける場合は以下に貼り付けください。

（風景、キャンパスの様子、授業風景、集合写真等なんでも大丈夫です。）

※写真について

写真についてですが、本学のWebページや募集資料等に掲載する場合が

ありますので、一緒に写っている方の許可も取ってください。
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このUCIでの語学研修を通じて、現地の大学の生徒や他国の生徒との交流を深め、英語を日常的に使

うことを心がけました。留学中の一日の流れとして、午前中は大学で英語の集中講義を受け、午後は基

本的に自由活動となっており、UCIの学生やフランスの留学生と一緒に、UCI周辺の有名な観光スポット

に訪れ、買い物をしたり遊んだりしました。

午前中の英語講義では、主に英語のスピーキング・リスニング力の向上を目的とし、英語の文法やア

クセントについて勉強し、また日常英会話で使うスラングについても学びました。授業についていくことは

大変でしたが、とても興味深い内容ばかりで、今後の英語学習に大いに役立てました。午後の自由行動

では、UCIの学生とはグループでディスカッションを行い、自分の意見を英語で伝えました。英語を話すこ

とだけでなく、コミュニケーションをとることもかなり苦労しましたが、とても良い経験になりました。フラン

スの留学生とは一緒に観光スポットを回りながら、お互いの国の文化や習慣について話し合いました。

特にアニメや漫画が好きだという点に関しては全くの共通点で、すごく話が盛り上がりました。

二週間という短期間のプログラムでしたが、その短い間でとても有意義な経験をすることができま

した。本格的に英語を道具として、自分の意見を述べたり、相手の話を聞いたりすることは初めてで

したので、今後の英語学習や海外渡航に活かすことができたと思います。また日本にいても、留学

生との交流ができるGLCに積極的に参加し、英語を身近に使っていきたいです。

工学部 電気工学科 2年 原口 福平さん

参加プログラム

    派遣先：アメリカ・UCI2週間■公開可否 ： 可 ・ 不可
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大学の授業以外にも、英語を多く使う機会を
自ら作り、現地で様々な経験を積むことが

できた。



英語を話せるようになって海外の友達を作れるようになったり、日本に来て困っている外国人を助けたりでき

るようになりたいと思い語学研修に参加しました。２週間という比較的短い期間であったため気持ち的にも経

済的にも優しかったので参加に踏み出しやすかったです。

現地では授業もしっかりあり、最後にはパワポとともに発表がありました。英語で発表する内容を考えて、そ

れを暗記して発表に挑むのですが、日本にいたときは、日本語を覚えるのも大変なのにとすぐに思ってしまう

ところ、スラスラ英語を覚えて発表に挑むことが出来ました。帰ってきた今もそれをできたことにとても驚いて

います。授業後は現地の生徒と買い物に行くアクティビティがありアメリカの大学生の生活や好み等を聞くこ

とが出来、現地の食べ物を食べたり買い物をしたりしながらの交流はとても楽しかったです。

授業外でもアクティビティがたくさんあり、ユニバーサルスタジオやディズニー、LAスタジアム、ビーチなど

様々な場所に行くことが出来ました。

また、このプログラムはホームステイなのでホストファミリーと多くコミュニケーションをとる機会があります。

家庭によりますが私の家庭は一緒にジャグジーに行きました。最初はとても不安でどうしたら良いかわかりま

せんでしたが、だんだん打ち解けてきてたくさん話すことができました。ご飯も美味しく、とても過ごしやすかっ

たです。

この語学研修を機に英語を話したいという意欲が飛躍的に向上しました。今後はもっと話せるように観光ボ

ランティアなどにも参加したいと考えています。

工学部 材料工学科 ３年 明石 桃果さん

参加プログラム

派遣先： アメリカ・UCI2週間■公開可否 ： 可 ・ 不可
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必然的に英語を話さなければならない状況
のおかれたため、英語を話すことに抵抗がな

くなりました！！



短期間で生きた英語にたくさん触れることが
でき、自分の英語力を試すいい機会になりま
した

普段の大学の授業で英語を学ぶことはあっても実際に外国の人と話す機会はなかなかありません。そ

のため、自分が実際どのくらい英語を話すことができるのかが分からなかったので、学校を休むことなく

短期間でたくさん英語が話せる環境に身を置いてみたいと思いこのプログラムに参加しました。

滞在期間中は、平日は午前中に８０分の授業を２つ受講します。アメリカの発音、スラング、文化など

幅広く学び語学研修の最後にはプレゼンテーションもありました。授業内はすべて英語で行われますが、

間違いを恐れず積極的な発言が求められます。午後には週２回、CPミーティングというものがあり芝浦

生４，５人に１人UCIの学生が付き、一緒にボードゲームをしたりショッピングをしたりと現地の学生と交

流できる時間がありました。また現地の学生だけでなく、自分たちと同じ日にフランスから留学しに来た

フランス人たちと仲良くなり休みの日に一緒にショッピングをしたり家に遊びに行ったりしました。会話は

すべて英語だったのですが、フランスの人たちの英語力の高さにとても驚きました。

終わってみるとあっという間でしたが、アメリカの文化を感じることができたり、外国人の友達ができた

りと日本では経験できないことをたくさん経験することができました。またUCIでの授業やフランス人との

交流、ホストファミリーとの会話などを通して自分の英語力はまだまだ低いと改めて知ることができ、これ

からの英語学習の良いモチベーションとなりました。

工学部 電気工学科 ２年 大内優生さん

参加プログラム

派遣先：アメリカ・UCI2週間■公開可否 ： 可 ・ 不可
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英語を話す機会がたくさんあり、アメリカの暮
らしを体験できる充実した2週間でした！

「大学生の間に、一度は留学をしてみたい」と大学生になる前から考えていたため、思い切って今回の

語学研修に参加しました。その中でも、ホームステイを体験できること、アクティビティが豊富であること

からカリフォルニア大学アーバイン校を選びました。

現地では午前中に授業、午後は現地の学生との交流やビーチに行くアクティビティ、研究室見学など

がありました。授業はすべて英語で行うため、英語力向上にはもってこいの時間でした。しかし、個人的

には授業以外の時間の方が英語力を伸ばすためには重要だと感じました。その中でも最も大きかった

のが、留学生との交流です。滞在期間中はフランスからの留学生がいて、何度か話す機会がありました。

自分はそこで積極的に話しかけました。初めは聞き取れなかったり、言葉が出てこなかったりと苦戦しま

したが、だんだんと慣れていきました。その結果、友達になることができ、何度か昼ご飯を一緒に食べた

り、ショッピングに行ったりすることができました。また、ホームステイであることも英語に触れる機会を増

やしてくれました。ホストファミリと一緒にご飯を食べたり、テレビを見たりする中で英語をたくさん話せる

ことに加えて、現地の生活様式や食文化などたくさんの貴重な経験をすることができました。アクティビ

ティもとても充実していました。平日はビーチや野球観戦に行き、休日にはユニバやディズニーなどに行

き、とても楽しい思い出を作ることができました。

2週間はとてもあっという間でした。しかし、2週間で英語を話せるようになると感じました。そのために

は、自分から積極的に行動すること、失敗を恐れないことが重要であると気づかされました。今回の語

学研修に思い切って参加したこと、またカリフォルニア大学アーバイン校にしてとても良かったと思いま

す。この貴重な経験を、今後に生かしていきたいです。

工学部 土木工学科 3年 原 堅志郎 さん

参加プログラム

派遣先：アメリカ ・ UCI2週間■公開可否 ： 可 ・ 不可

留学中の
写真
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普段学んでいる英語を実際にコミュニケー
ションの手段として活用することで英語のス

キルが向上しました！

私は今回人生初めての語学研修かつホームステイを経験しました。私が語学研修先をアメリカの

アーバインにしたきっかけは、まだアメリカ本土に行ったことがなかった事と、アクテビティが充実し

ていた事でした。

この２週間でユニバーサルスタジオやカリフォルニアディズニーに友達と遊びに行ったり、普通の

観光では体験できないアメリカの学校の授業やラボ見学なども体験することができました。学校の

授業はスピーキングや文法を学んだり、アメリカの歴史や文化について調べ学習をしたりしました。

授業が全て英語で進んでいくことに初めは不安を抱いていましたが、先生方が分からないことは丁

寧かつ親身に教えてくださったおかげで、最後まで楽しく授業に取り組むことができました。放課後

には週に2回決められたグループでの活動があり、現地の大学生と一緒にゲームやショッピングをし

ながら英語でコミュニケーションをとることで、普段の生活ではあまり使わない英語のスピーキング

能力を高めることができました。ホームステイ先では、学校では味わうことのできない生活面におい

ての文化や常識の共通点や相違点を感じたり、思っていたアメリカのイメージと実際の生活の違い

などを体感することができました。

初めは知らない土地での２週間の生活に不安と緊張を抱いていましたが、心温かいホストファミ

リーや、気さくでいつも笑顔で接してくださる先生方、現地の学生スタッフのおかげで素敵な思い出

を作ることができました。今後は語学研修で身につけたスキルを向上させていき、他のプログラムへ

の参加や留学なども積極的に取り組んでいきたいと思います。

工学部  情報工学科 1年 山之内 梨沙さん

参加プログラム

派遣先： アメリカ・UCI2週間■公開可否 ： 可 ・ 不可
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英語力向上というよりも外国人との英語を通
したコミュニケーションや語学研修を通した人

脈が大きな財産です

今回、UCI2週間コースを選択した理由は、プログラムのアクティビティが一番充実していて刺激的な

体験ができることと、過去に1度アメリカに2週間程度ホームステイをした経験があり、全てが新鮮で

日本とは違う環境の中で生活することが自分を成長させたため、社会人になる前にもう一度そのよ

うな経験をしておきたいと思ったからです。また、期間が2週間と短いため、英語力向上というよりも、

その短期間の中で外国人と交流したり、色々な観光地を巡りたいと考えていました。

プログラムのスケジュールは平日の午前中に授業があり、英語でアメリカの歴史や文化について学

んだり、たまにディスカッションやプレゼンテーションをしました。午後は基本的にフリーですが、CP

ミーティングという、SITの班ごとにUCIの学生が1人付き、キャンパスを案内してもらったり、ショッピ

ングモールにいったりするイベントが週2であったり、金曜はビーチやエンゼルススタジアムなどのア

クティビティがありました。また、個人的に仲良くなった外国人留学生の滞在先に招待してもらい、

プールやジャグジーに入ったり、一緒に外食をしたり、ホームステイ先の他大学の日本人と遠出して

日本食を食べに行くなど、毎日予定がありとても充実していました。自分のホームステイ先はアット

ホームというよりも個人主義な感じで、各ルームメイトに鍵が渡され、門限もなく自由に出入りしてよ

かったので外出ばかりしていました。食事や衛生面はやや気になりましたが、ルームメイトが多く、

彼らと仲良くなれ、ホストマザーにもあまり気を遣わなかったので過ごしやすかったです。休日は、ユ

ニバやディズニー、LAツアーなど予定が詰め込まれていました。移動手段は、家から大学まではバ

スで、それ以外はUberでした。アクティビティの際は大学から専用バスがでます。

参加当初は誰一人知り合いがいませんでしたが、帰国時にはSITの学生を含め、同じプログラムに

参加していた大阪の学生やホームステイ先のルームメイト、フランス人の留学生、UCIの学生など多

くの人とのつながりを得ることができ、自主性とコミュニケーション能力の大切さを実感しました。

工学部 情報工学科 4年 松原 太佑さん

参加プログラム

派遣先： アメリカ・ UCI2週間■公開可否 ： 可 ・ 不可
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あまり英語に自信がない人や、はじめての海
外経験となる人に非常にオススメです！

私はある程度英語に自信がありつつも、人生ではじめての海外経験であったため、短い２週間の

プログラムを選択しました。実際、このプログラムは英語や海外にあまり慣れていない人でも非常に

参加しやすいものでした。

プログラムのおおまかな構成は、平日は午前に２コマの英語の授業、午後はフリー時間で、週末

にディズニーなどのアクティビティがあるというものです。英語の授業は先生こそ現地の人ですが、

学生は全員同じ芝浦の人だけなので、お互いの英語力を補いあって学習することができます。また、

学外へ出る時間も多く設定されているので、観光気分で英語の勉強もできる、かなりお得感のある

印象でした。

留学先のアーバインは全米一の治安の良さと、日本よりも（夏は）涼しい気候により、非常に過ごし

やすいです。ただ、ひとつ覚悟しておくべきなのは、ホストファミリーの当たり外れは大きいということ

です。家の設備が不便であったり、ホストファミリーとのコミュニケーションが難しいこともありますが、

そういったことも経験だと思える忍耐力が必要でしょう。

上に観光気分とも記述した通り、あまり英語力の上達に特化したプログラムではありません。しか

し、当然２週間英語に囲まれて生活するため，間違いなく自分の英語力は上がったと思えます。初

めての海外生活としてはこの上なく素晴らしいものになったため、この経験を活かしてより長期なも

のや、高度な英語力が要求されるプログラムにも参加したいと考えています。

システム理工学部 電子情報システム学科 
１年 鍵和田幹太さん

参加プログラム

派遣先：アメリカ・UCI2週間■公開可否 ： 可 ・ 不可
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ホームステイを経験し、常に英語を話す環境
に恵まれ、英語学習へのやる気が増しまし

た！

自分はもともと洋画や洋楽などが好きで、特にアメリカに行くことに憧れを抱いていました。芝浦工大に

入学し、語学研修といったプログラムがあることを知り、アメリカの大学へ短期間で行けることを知り、

UCI2週間のプログラムに応募しました。

滞在期間中は、午前中約３時間の英語の授業があり、午後は現地のUCI学生との交流をしたり、ショッ

ピングをしたりなど比較的自由に遊べる時間が多かったです。土日祝はユニバーサルスタジオやディズ

ニー、ビーチなど遊びを満喫しました。英語の授業は比較的生徒同士でディスカッションをする機会が多

く、自分の意見を発言することが多かったです。日本の大学の授業スタイルと違うことに気づけました。

また、ディスカッションをすることで、自分の意見をアウトプットすることができるだけでなく、相手の考えも

知ることができるので、一石二鳥であり、自分の思考幅を広くすることができたと思います。

ホームステイ先では常に英語でホストファミリーと話していました。ホストファミリーと洋画の話で盛り上

がった時が一番英語の勉強を今までしてきて良かったと思いました。もっと英語を話せるようになり、たく

さんの事を話したいと思いました。

二週間というとても短い期間でしたが、授業やアクティビティを通じてたくさんの同じ境遇の友人ができ、

交流を深めることができました。また、英文が読めたとしても英会話が必ずしもできるとは限らないことが

わかりました。一つ一つの英単語の発音を、注意しないと現地の人々には通じないことも今回の渡航で

わかりました。これから英語学習を行う時は発音を特に注意したいと思いました。今後はTOEICの点数

を伸ばし、自分の専門科目を海外の大学の授業で受けれるレベルに到達したいと考えてます。

システム理工学部環境システム学科１年
冨岡 拓海さん

参加プログラム

派遣先： アメリカ・UCI2週間■公開可否 ： 可 ・ 不可
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語学研修に参加したことで実践的な英語力
が身に付き、新たな視点が増えました。

昔から英語は苦手ではあるが、好きで将来海外の人ともコミュニケーションを取りたいと考えてい

ました。しかし、中々授業外学習の時間を確保できない、実践的な英語力を身に付けられる方法が

ないなどの理由から行動に移せず、伸び悩んでいました。そこで一層のこと現地に飛び込んでみる

ことで何か変わるのではないかと思い、参加を決意しました。

滞在期間中は平日は午前中講義を受け、クラスの人と英語で意見交換をしたり、みんなの前で軽い

プレゼンをするなどスピーキングメインの実践的な内容でした。午後は週に二回ほどCPミーティング

という現地学生一人に対し芝浦生四人ほどの小さなグループになってどこかショッピングに行ったり、

室内で会話をしながらゲームをしたりするので現地学生と楽しく会話できます。特に予定のない午後

や休日にはアクティビティが任意参加で用意されているため、海外を観光、楽しみながらも日常の自

然な会話、習慣などに沢山触れることができ、良い経験になりました。また、語学研修には同じ芝浦

でも学年、学部様々な人が参加するが、この短期間でも沢山交流があるため、研修後も関係が続

いており、お互いの英語のモチベを高める良いつながりが生まれました。

アメリカUCIのプログラムは宿泊先がホームステイというのが大きな特徴であり、より英語を必然と

使用しなければならない環境を提供してくれる、約二週間という短期間だが、授業だけでなく、現地

学生と交流ができるCPミーティングや種類が豊富なアクティビティを通してアメリカを十分に満喫で

きるとても濃いプログラムだと感じました。語学研修に参加したことでその期間、海外でなんとか生

活できたんだという事実が自信になりました。また今回をきっかけに海外へのハードルが下がった、

海外への興味がわき、一気に視野が広がりました。語学研修なんて無理と思う気持ちはとてもわか

ります。私自身初海外でした。ですが、思い切って参加することで沢山の濃い経験ができると共に帰

国後も考え方が変わると思います。ぜひ参加してほしいと思うプログラムでした。

デザイン工学部 デザイン工学科 ２年
葛西 雪乃さん

参加プログラム

派遣先： アメリカ・UCI2週間■公開可否 ： 可 ・ 不可
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アメリカでの生活、英語だけで無く、得られた
ことはたくさんありました

建築学部 建築学科 1年 本郷魁星さん

参加プログラム

派遣先： アメリカ・UCI2週間■公開可否 ： 可 ・ 不可

芝浦に入学した時から、大学のプログラムで留学をしようと考えてました。僕はこれまで海外に
行ったことはなく、ずっと違う文化の人々や暮らしに触れてみたいという思いがあり、どうせ行くなら
早く行ってしまおうと、1年の夏に行くことを決めました。アメリカ•UCIに決めた理由は、英語を母国語
とする国に行き、本物の英語に囲まれたかったからです。また、このプログラムはカルフォルニア
ディズニーやビーチなどのアクティビティも充実しており、短期留学にはとても良いと思ったからです。

留学先の大学がある地域は、昼間は気温が高く日差しも強いですが、乾燥していて、とても過ご
しやすいです。午前の授業では、現地の先生と一緒に、クラス全員が積極的に英語を使い意見を
交換し、とても価値のあるものとなりました。また、英語を用いながらアメリカの文化や、世界のこと
について学ぶことができました。午後には、現地の学生の方と一緒にグループに分かれてCPミー
ティングというのを行い、広大な大学のキャンパスを散策したり、ショッピングに行ったりしました。
また、このプログラムはホームステイというのがとても魅力だと思います。アメリカの家族の一員と

なり、常に英語で会話をし、深くアメリカの習慣について知ることができました。私が滞在していた地
域は、とても気候が快適で過ごしやすく、治安も良く、街の人々がとても温かく、とても気に入りまし
た。
僕が参加したプログラムは2週間というとても短い期間でしたが、英語の会話に参加することや英

語を話すことに抵抗感が無くなりました。また、アメリカの習慣や文化について深く知ることができた
のと同時に、改めて日本の良いところや、日本よりも良いところを知ることができました。今回の留
学は、自分の海外に対する考えや英語に対する第一歩であると思います。この機会を価値のある
ものにするには今後の自分の行動が大事になってくると思いました。
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